
11

な
か
っ
た
た
め
と
分
析

し
て
い
る
。

問　

田
沢
湖
病
院
が
診

療
所
と
な
っ
て
も
や
む

を
得
な
い
と
判
断
し
て

い
る
の
か
。

答　

地
域
の
医
療
機
関

と
し
て
病
院
と
い
う
形

態
で
は
な
く
な
る
こ
と

は
、
地
域
市
民
の
安
心

や
安
全
の
確
保
、
地
域

経
済
に
対
す
る
ダ
メ
ー

ジ
が
大
き
く
、
残
念
で

あ
る
。

　

一
方
で
は
一
時
借
入

金
を
繰
り
返
し
な
が
ら

の
経
営
面
に
お
い
て
、

市
立
病
院
と
し
て
の
一

部
診
療
機
能
も
充
足
さ

れ
な
い
ま
ま
、
税
金
の

投
入
も
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
に
迫
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
市
民
の
理
解

を
得
ら
れ
る
か
と
い
う

論
点
も
あ
り
、
非
常
に

困
難
な
局
面
で
あ
り
、

苦
し
い
立
場
で
あ
る
こ

◇
病
院
事
業
会
計

○
田
沢
湖
病
院

　

年
度
途
中
か
ら
常

勤
医
師
が
１
人
増

え
、
急
病
患
者
の
夜

間
診
療
を
開
始
し
経

営
改
善
を
図
っ
て
き

た
が
、
外
来
患
者
の

減
少
、
診
療
報
酬
の

引
き
下
げ
等
の
影
響

で
収
益
を
回
復
す
る

こ
と
は
で
き
ず
、
当

年
度
純
損
失
は
、
２

億
３
０
５
５
万
４
千

円
で
あ
る
。

問　

外
来
患
者
数
が

減
少
し
て
い
る
が
、

そ
の
原
因
は
何
か
。

答　
　

外
来
患
者
の

減
少
は
投
薬
期
間
の

長
期
投
与
が
浸
透
し

た
こ
と
と
、
地
域
市

民
の
病
院
離
れ
と
い

う
潜
在
的
な
意
識
等

に
よ
り
、
減
少
傾
向

に
あ
る
外
来
患
者
数

に
歯
止
め
が
か
か
ら

　

平
成
19
年
度
公
営
企
業
会
計
（
病
院
事
業
・
温
泉
事
業
・

水
道
事
業
）
の
決
算
内
容
を
審
査
す
る
た
め
に
、
仙
北
市
議

会
公
営
企
業
会
計
決
算
審
査
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。

　

特
別
委
員
会
委
員
は
次
の
11
名
。

　

委
員
長
・
八
柳
良
太
郎
、
副
委
員
長
・
真
崎
寿
浩
、
委
員
・

田
口
寿
宜
、
佐
藤
直
樹
、
大
石
温
基
、
浦
山
敏
雄
、
青
柳
宗

五
郎
、
高
久
昭
二
、
佐
藤
宗
善
、
藤
原
万
正
、
戸
沢
清
。

と
を
理
解
願
い
た
い
。

○
角
館
総
合
病
院

　

前
年
度
に
診
療
報
酬
お
よ

び
薬
価
の
引
き
下
げ
が
行
わ

れ
た
た
め
19
年
度
は
そ
の
対

応
と
し
て
一
般
病
棟
の
７
対

１
看
護
配
置
な
ど
を
行
い
収

益
の
増
加
を
図
っ
た
が
消
化

器
内
科
の
常
勤
医
師
の
退
職

等
に
よ
り
入
院
収
益
が
伸
び

ず
、
当
年
度
純
損
失
は
６
８

５
５
万
７
千
円
と
な
っ
た
。

問　

３
月
定
例
会
時
の
決
算

見
込
み
に
関
す
る
質
問
に
対

す
る
答
弁
で
は
、
収
支
は
均

衡
と
の
説
明
で
あ
っ
た
が
、

純
損
失
６
８
５
５
万
７
千
円

と
な
っ
た
原
因
は
。

答　

２
月
に
な
っ
て
気
づ
い

た
二
重
調
停
が
大
き
な
理
由

で
あ
る
。
本
来
の
調
停
で
再

計
算
し
た
結
果
純
損
失
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

二
重
調
停
の
内
容
は
、
レ

セ
プ
ト
処
理
の
勘
違
い
（
個

人
負
担
額
も
病
院
の
収
入
に

な
る
と
い
う
間
違
い
）
に
よ

る
も
の
で
、
現
在
は
二
重
に

点
検
す
る
体
制
を
整
え
誤
り

の
防
止
に
努
め
て
い
る
。

①
田
沢
湖
病
院
に

あ
っ
て
は
、
市
民
の
意
見
を

十
分
に
聞
き
、
現
在
の
病
院

と
し
て
の
形
態
を
存
続
さ
せ

る
た
め
に
努
め
る
こ
と
。

②
医
薬
品
な
ど
の
購
入
や
給

食
関
係
に
あ
っ
て
は
、
両
病

院
の
連
携
を
強
化
し
、
共
同

購
入
、
共
同
委
託
等
を
検
討

し
、
引
き
続
き
経
費
削
減
に

努
め
る
こ
と
。

③
逼ひ
っ
ぱ
く迫
し
て
い
る
財
政
事
情

を
考
慮
し
、
真
に
緊
急
を
要

す
る
と
認
め
ら
れ
な
い
工
事

の
施
工
に
あ
っ
て
は
財
務
規

則
に
規
定
す
る
事
務
手
続
き

の
徹
底
を
図
る
こ
と
。

　

以
上
の
要
望
意
見
を
付
し

賛
成
多
数
で
原
案
を
認
定
と

決
定
し
た
。

◇
温
泉
事
業
会
計

　

当
期
純
利
益
は
６
２
６
万

９
千
円
。①

大
口
の
滞
納
者

の
解
消
が
急
務
で
あ
り
、
関

係
法
令
等
に
基
づ
き
市
独
自

の
滞
納
解
消
策
を
早
期
に
確

立
し
、
滞
納
解
消
に
努
め
る

こ
と
。

②
老
朽
化
し
た
分
湯
槽
や
配

湯
管
等
の
温
泉
事
業
施
設
の

更
新
整
備
計
画
を
策
定
し
、

年
次
計
画
に
従
っ
て
維
持
管

理
を
行
う
こ
と
。
③
地
域
の

環
境
保
全
の
観
点
か
ら
、
排

湯
に
対
す
る
施
策
を
検
討
す

る
こ
と
。
④
温
泉
事
業
の
収

支
に
あ
っ
て
は
、
各
施
設
の

健
全
な
経
営
に
よ
る
と
こ
ろ

が
大
き
い
の
で
、
関
係
部
署

と
の
連
携
を
強
化
し
、支
援
・

指
導
を
要
望
す
る
。

　

以
上
の
意

見
を
付
し
全

会
一
致
で
原

案
を
認
定
し

た
。

◇
水
道
事
業
会
計

○
上
水
道
事
業

　

当
期
純
利
益
は
３
１
８
１

万
５
千
円
。

○
上
水
道
事
業

　

当
期
純
利
益
は
１
３
３
８

万
２
千
円
。

①
納
付
者
の
公
平

性
を
考
え
、
滞
納
回
収
に
努

め
る
と
共
に
、
新
た
な
未
収

金
の
発
生
防
止
に
努
め
る
こ

と
②
水
道
の
安
全
性
や
環
境

面
か
ら
井
戸
水
の
危
険
性
、

不
安
定
性
等
、
安
全
な
飲
料

水
に
対
す
る
住
民
意
識
の
向

上
に
つ
な
が
る
啓
発
事
業
の

実
施
す
る
こ
と
。
③
神
代
、

下
延
、
八
割
、
雲
然
地
区
等

の
地
域
要
望
に
応
え
、
水
道

事
業
の
早
期
着
手
に
向
け
検

討
す
る
こ
と
。

以
上
の
要
望
・
意
見
を
付
し

全
会
一
致
で
原
案
を
認
定
し

た
。

市立病院 非常に困難な局面

老朽化が進む市立角館総合病院

水沢温泉地区に供給する分湯槽
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見


